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○ 最優秀提案事業者としては、株式会社 山武（ビルディングオートメーション業ほか） 

・杉山管工設備 株式会社（管工事業）の２社からなるグループを選定しました。 

 

 

○ 多岐にわたる省エネルギー技術を導入することにより、高い省エネルギー率の実現や大幅な二酸化 

炭素排出量の削減を図ります。 

削減効果は、「省エネルギー率」が２２．１％、「ＣＯ２排出削減率」が２２．９％となり、１年間の削減量は、

一般家庭約 ６００世帯分の年間使用エネルギー量、杉の木約 ９万本分の年間CO2吸収量に相当します。

「光熱水費等削減額」は約 ４，７００万円／年と、現在消費している年間の光熱水費等 

約２億８,４００万円の約１７％を削減する提案となっています。 

 

○ 主な改修内容 

・熱源システムの高効率化 

（高効率型熱源機器の導入） 

・空調機・給排気ファンの 

インバータ制御 

・空調機のＣＯ２制御 

・高効率給湯ヒートポンプの導入 

・照明器具の高効率化 

・ＬＥＤ誘導灯の採用 

   ・節水器具導入ほか 

    全体で１１項目以上の多岐にわたる省エネルギー対策を行います。 
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提案内容 

横浜市第１１号事業として公募した日産スタジアムESCO事業で、事業者からの提案を「横浜市ESCO事業

提案審査委員会」において厳正に審査の結果、最優秀提案事業者を選定しました。 
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ESCO事業とは（Energy Service Companyの略称です。） 
既存施設の設備改修において、省エネルギー化と維持管理費の低減を図るため、民間事業者が計画・工事･管理・資金調達等
包括的なサービスを提供し、従前の環境を低下させることなく省エネルギー化を行い、その結果得られる効果を保障する事業で
す。 

 

日産スタジアム 
・所在地：横浜市港北区小机３３００ 

・敷地面積：１６５，７２１㎡（新横浜公園全体）

・建築構造：プレキャストプレストレス 
コンクリート造、地上７階 

      屋根 Ｓ造、 
・延床面積：１７１，１８６㎡ 
・建物しゅん工年：１９９７年 

○ 今回の事業者公募では、１企業グループから応募があり、事前公表した審査基準に基づいて、外部委

員により、それぞれの専門的な観点から、公正かつ客観的に評価し、総合的な審査をしました。 

審査経過 

施設概要 選定経過と今後のスケジュール（予定） 

・公募：H21.4.6～4.27(参加表明) 
・審査委員会：３回開催 
・事業者選定：H21.8 
・本契約：H22.8 
・工事完了：H23.3 
・ESCOサービス開始：H23.4～ 
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